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第6回衛生工学シンポジウム
1998.11北海道大学学術交流会館

4-2 生物脱臭法によるアセトアルヂヒドの除去

塚本敏男、ニ見賢一(株式会社 荏原製作所)

1.はじめに

アセトアルヂヒドは有機物の加温により発生し、排ガス中の濃度が数十 ppmになる場合があ

る。このアセトアjレヂヒドは薬液洗浄法、活性炭吸着法では十分に除去することが難しいもの

の、7J<に易溶で生分解性が良い物質であることから、生物脱臭法で熱率良く除去できる可能性

が高い1)。

今語、アセトアルデヒドの模擬排ガスを対象に充填塔式生物脱臭実験を行い、若干の知見を

得たので報告する 2)。

2.実験装置

図1に実験装置の概要を示す。

スポンジ充填材を高さ 500mm充填した、

直径 200mmの充填塔を実験に用いた。

3.実験方法

3. 1 アセトアJレヂとド除去性能の調査

(実験1&1) 

表 1に示す実験限 1の条件で充填塔下

部に模擬排ガス〈癒力、ス)を LV290m/h

で連続的に導入した。原ガスは、空気に

アセトアルヂヒド水溶液を連続注入して

その濃度を 15ppm程度に調整した。この

条件における単位充填層体積あたりのア

セトアルヂヒド容積負荷は0.4kg/m3'dで

あった。充填罵へは錆環水を液ガス詑

(L/G) O. 04L/NLで連続散水した。ガス中

のアセトアルヂヒド濃度は検知智及びア

ルカリ熱イオン化検出器付ガスクロマト

グラフで測定した。循環水のアセトアル

ヂとド濃震は溶解性TOCを測定し、その

値を推定した。

3.2 充填躍の圧力損失の低減化対策

(実験区 2)

長期間にわたってアセトアルヂヒドを

生物脱臭した場合、増殖した微生物によ

る充填崩の自詰まり(正力損失の上昇)

が予想される。そこで、在力損失の低減

化対策として過酸化水紫水による充填材

洗浄について検討した。

原ガス

循環水

充填塔

大気へ

オーハ*ーフロー

図 1 実験装置の概要

表 1 実験条件

実験区 2 

処理ガス量 Q NL/min 160 '260 

宝塔速度 SV h-1 600 990 

空塔線速度 LV m/h 290 500 

液ガス比 L/G L/NL 0.04 0.01 

温度 。c 25 30 

7セトn=ftド濃度 ppm 15緯度 ー

7セげ)~デ tドの
kg/m3'd 0.4 0.2 

充填材容積負荷

循環水の pH 7--.;8 7--.;8 
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(1 )充填閣内の汚泥の増殖方法

興験 1終了後、約 2ヶ月間にわたり、

表1に示す実験区 2の条件で、アセトア

ルヂヒド水溶液を瓶入した循環水を充壊

震に連続散水した。品、 LVは圧力損失の

変化を把慢するために 500m/hに高めた。

(2)過齢化水崇水による洗浄方法

(1)の方法で庄力損失を上昇させた充

填屠に対して、過酸化水素をその濃度が

1%となるように投入した循環水を連続散

水して庇力損失の挙動を調査した。
80 60 

原ガスと処瑠ガス濃度の経日変化

40 

経過日数[日]

20 。

図2

栄養塩 (N、 p) 添加前後の7告げJ~デ t ド j農産

業養塩 添加前 添加後

経過日数[BJ 40 41 42 

濃度 原ガス 11 12 17 
[ppmJ 処理ガス 1.3 0.28 0.058 

60 

過酸化水素水洗浄による充壌層の注力損

失の低減効果
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4.実験結果

4. 1 アセトアルヂヒド除去性能(実験

区1)

函2に、 LV290m/h、アセトアルヂヒド

容積負荷0.4kg/m3'dにおける原ガスと処

理ガスのアセトアルヂヒド濃度の経日変

化を示す。

実験開始治初から 40日目までの問、アセ

トアルヂヒド濃度は原ガス 10-20ppmに

対して処理ガスに 1-5ppm残留する場合

があった。

そこで、実験開始40臼自に循環水に栄養

塩として窪紫とリンをアセトアルヂヒ

ド:N : P口 100:5: 1の重量比で添加した。

表2に栄養塩添加前後のアセトアルヂヒ

ド濃度を示す。処理ガスのアセトアルヂ

ヒド濃度は栄養塩添加直前に 1.3ppmで

あったものが、添加後 1日目にして

0.28ppmまで低下した。以後、栄養塩を

添加することにより、アセトアルヂヒド

は0.2ppm以下まで安定して捺去された。

また、循環水質は、pH;7-8、TOC;20mg/L

で一定であった。ここで、充壊塔!こ流入

したアセトアルヂヒドが分解されずにす

べて循環水に吸収されたと仮定すると、

アセトアルヂヒドの流入量と補給水量か

らTOCは500mg/L程度と計算される。こ

のことから、アセトアルデヒドは循環水

中に蓄積されることなく、水とこ般化炭

素にまで生物学的に分解された
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と考えられる。

4.2 先議謄の圧力損失の低減化対策

〈実験区 2)

(1)充填層の圧力損失の上昇

充填躍の正力損失は、実験開始当初

10mmH20以下であったものが、実験陛 2

の条件で 2ヶ月間連続してアセトアルヂ

とドを充填贈!こ供給した結果、約 60mmH20

まで上昇した。

(2)過酸化水素水による充填躍の洗浄

国 3に過酸化水素水による洗浄時間と

充填層の圧力損失の関係を示す。

(1)において圧力損失が60mmH20まで上昇

した充填閣に対して刊の過酸化水素を

含む循環水を 1時関連続散水した結果、

充填閣の圧力損失は 20mmH20まで低下し

Tニ。
また、図 4に示すとおり、洗浄により

充填材の汚淀付着量は減少した。

ここに示すように、過酸化水素水による

洗浄は、充填層内の汚泥を除去して圧力

損失を低減するのに効果があった。

(3)洗浄後のアセトアルヂヒド除去性能
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汚泥付着車kg-SS/m3-充填層]

図4 充填鰐高さ方向の充填材付着汚泥震の分布

(過酸化水素水による洗浄前後)

表 3 栄過酸化水素水洗浄前後のアセト7J~デヒド濃度

洗浄前 洗浄直後

洗浄後の経過回数[日] 。 直後
濃度 癒力、ス 10 10 10 

[ppm] 処現ガス くo.2 7 O. 24 

表3に洗浄前後のアセトアルヂヒド濃度を示す。洗浄直後には一時的にアセトアルデヒドの

除去性能は低下したが、洗浄後約 1日で除去性能は臨複した。

5.まとめ

(1)生物脱臭法により、排ガス中のアセトアルヂヒドは水とニ酸化技紫にまで安定して分解験去

される。

(2)アセトアルヂヒドの生物脱臭には栄養塩が必要である。

(3)アセトアルヂヒドを充填塔方式で生物脱臭した場合、充填鰭内の汚泥の増殖による圧力損失

の上昇が顕著である。

(4)温酸化水素水による充填材の洗浄方法は、汚泥の剥離効果が高く、かっ、約 1日でアセトア

ルデヒド隷去性能が回観する。

参考文献:1)新田実他，第 10回臭気学会発表要皆集(1997)

2)塚本敏男他，第 11畠臭気学会発表要旨集(1998)
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